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令和7年度 再就職のための公共職業訓練 訓練番号 ５-０７-０８-１３３-０５-００５６

募集期間
令和７年２月２８日（金）～令和７年４月９日（水）まで

対象 ・介護関係職種に就職を希望する方で、関連事務及びパソコンの初
歩的な操作方法の習得を希望する方。・再就職への意欲が高く、ハ
ローワークで求職申込を行っており、受講指示・受講推薦・支援指示
が受けられる方。・訓練修了後、早期就職可能な方。

応募
方法

入学願書を住居所を管轄のハローワークに提出してください。（入学
願書はハローワークにあります）
なお、提出された応募書類は返却はありません。※締め切りの前日
までにハローワークでの求職申込と職業相談が必要です。

訓練
期間

令和７年５月１日（木）～令和７年７月３１日（木）【３ヶ月】・土日祝日休
み ・午前９時～午後４時１０分まで

訓練
場所
※
裏面
参照

（介護）社会福祉法人すはま会
茨城県鹿嶋市

平井１３５０ー３９

（パソコン）株式会社ピュアメイト
茨城県鹿嶋市鉢形１５１８ー９

きたきビル２階

定員 １５名 受講料 ≪無料≫ただし、テキスト代１５,０
００円程度が必要となります。

選考
試験

【日時】令和７年４月１６日（水）
受付開始時間 １３時３０分～ 選考試験１４時～ 【場所】茨城県立
鹿島産業技術専門学院
【選考方法】適性検査
【持ち物】筆記用具（鉛筆２～３本、黒ボールペン）
【その他】・受験票は送付されません。・入学願書を提出された方は、
当日、茨城県立鹿島産業技術専門学院までお越しください。・筆記試
験の前に入学希望調査を実施します。
※選考試験は、応募された方全員が対象となります。試験当日に欠
席された場合は辞退とみなしますので、ご注意ください。

合格
発表

令和７年４月２１日（月） 選考結果を郵送

その
他

応募者が少ない場合は訓練が中止となる場合があります。訓練を受
講する際は、マスクの着用、エプロン２枚程度、かかとのある靴の準
備をお願いします。

介護職員初任者研修修了証取得

介護事務について学ぶ

（介護事務内容）介護事務管理士試験範囲内
※（任意）個人受験・受験料個人負担

パソコン基礎・ワード・エクセル

就職支援（面接対策・履歴書作成など）

初任者研修と介護事務を同時に学ぶことで、
より介護について深く学べます

授業料 無料 ※テキスト代は自己負担



〈支援〉について
受講指示者と支援指示者には、一定の要件を満たせば受講手
当・通所手当等が支給されます。
（詳細は住居所を管轄のハローワークへお問い合わせ下さい）

・就職支援の時間
・コミュニケーションスキル
・履歴書、職務経歴書作成
・面接の受け方
・ジョブ・カード作成 など

・介護事務の基礎知識・介護報酬の仕組み
・介護報酬の算定・報酬改定の流れ
・請求業務（応用）
↳居宅サービス・施設サービス・
その他請求について など

【介護事務管理士 試験範囲内】
・（任意）個人受験
・受験料自己負担

・介護職員初任者研修
（旧ヘルパー２級相当）

・介護職のキャリアスタートとなる資格のため、
介護の基礎的な知識やスキルを身につけることがで
きます。
・修了時に試験があります。

・コンピューターの基礎
・パソコンの基礎
ＯＳについて 電子メール基本操作

・ワード基礎（文書作成ソフト）の基礎
文書作成、表の作成、図形挿入

・エクセル （ 表計算ソフト ）の基礎

表の作成、グラフの作成、書式設定 など

訓練先：
社会福祉法人すはま会

訓練先：
株式会社ピュアメイト

〈求職者支援制度〉について
雇用保険を受給できない方が、ハローワークの支援指示を受け
て熱心に求職者支援訓練を受講する場合、一定の要件を満たせ
ば「職業訓練受講給付金」が支給されます。安心して職業訓練を
受け、より安定した就職をめざして求職活動を行う方のための
制度です。詳細は住居所を管轄のハローワークへお問い合わせ
下さい。

茨城県立鹿島産業技術専門学院
〒311-2223 茨城県鹿嶋市大字林572-1

TEL:0299-69-1171 FAX:0299-69-6455

URL：https://www.pref.ibaraki.jp/ shokorodo/
kasansen/kunren/index.html
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鹿島病院

訓練場所案内

研修科目（介護職員初任者研修課程カリキュラム） 時間数

１.職務の理解 ６時間

２.介護における尊厳の保持・自立支援 ９時間

３.介護の基本 ６時間

４.介護・福祉サービスの理解と医療の連携 ９時間

５.介護におけるコミュニケーション技術 ６時間

６.老化の理解 ６時間

７.認知症の理解 ６時間

８.障害の理解 ３時間

９.こころとからだのしくみと生活支援技術 ７５時間

１０.振り返り ４時間

合計 １３０時間

修了試験

認定介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士実務者研修
（旧ホームヘルパー１級相当）

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級相当）

国資
格家

職業訓練で
学ぶのは
こちら→

ケアマネージャー

時限表（介護） 時限表（パソコン)

1時限 9:00~10:00 1時限 9:00~9:50

2時限 10:05~11:05 2時限 9:55~10:45

3時限 11:10~12:10 3時限 10:50~11:40

昼休み 12:10~13:00 4時限 11:45~12:35

4時限 13:00~14:00 昼休み 12:35~13:20

5時限 14:05~15:05 5時限 13:20~14:10

6時限 15:10~16:10 6時限 14:15~15:05

7時限 15:10~16:00


